Farewell Address by 内山 哲朗
献 辞
経済学部での研究・教育に長きにわたってご尽力いただいた鈴木直次教授が定年を
迎えられ，２０１８（平成３０）年３月末をもって専修大学を退職されることとなりました。
私たち経済学部スタッフ一同は，これまでのご功績に対して『専修大学経済学論集』
第５２巻第３号（通巻１２９号）を「鈴木直次教授退職記念号」として呈上し，衷心より
感謝の意を表したいと思います。
鈴木教授は，東京大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学後，１９７６年４月に
専修大学経済学部専任講師として着任されました（７９年に助教授，８６年に教授）。主
にご担当いただいたのは，学部での「アメリカ経済論」「国際経済入門」「国際経済論」
「ゼミナール」，大学院での「国際経済論特論」「国際経済論特論演習」等でした。と
くにゼミナールでは，約３５年間の担当を通じて約３００名に及ぶゼミ生の教育に専心さ
れてこられました。ゼミナール運営を軌道にのせて以降は，「学び」に積極的な学生
たちに育って巣立っていったこと，また，「今でも卒業生がしばしばゼミを訪ねてく
れ，とてもよいゼミが続けられたことに感謝したい」と述懐されています。
学内行政等では，教員資格審査委員会委員，就職指導委員会委員，図書館委員会委
員，入試委員会委員，購買会連絡協議会委員長，専修大学２１世紀構想会議委員，高大
連携協議会座長，国際交流センター運営委員会委員，国際経済学科カリキュラム委員
会委員長，専修大学社会科学研究所長等々を歴任されました。鈴木教授が果たされて
きた役割の数々の中でも，私たちにとって忘れられないのは，経済学部に「国際経済
学科」を設置するにあたり，その準備委員会委員長として重責を担われたことです。
当時の状況を，以下のように振り返っていらっしゃいます。「国際経済学科設立の背
景にあったのは，経済学部教育の改革でした。もう少し丁寧な教育をしようというの
が基本的な発想であり，数年をかけた議論の末に国際経済学科の設立で合意されまし
た。しかしながら，その後の人事では，とくに国際経済論に予定していた有力教授が
病気のため直前で辞退され，その補充にぎりぎりまで時間がかかりました。また，同
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じく新任予定のスタッフについても，割愛にかかわって，学部長（当時）とともに相
手校まで出かけていって直接依頼するという思い出もあります。当時の国際経済学科
新設は認可制のもとでの設置でしたので，文部省（当時）との関係でも，校地面積や
教室，カリキュラム，スタッフ等々膨大な書類を作成しなければなりませんでした。
その他，設置最終段階での難題にも見舞われましたが，それでも，多くの方々のご協
力をいただき，１９９５年秋には認可の内示が得られて１９９６年度からの発足にこぎつける
ことができました」。
鈴木教授は，ご専門であるアメリカ経済を産業や労働などの側面から研究され，と
くに，自動車産業に関する研究業績を着実に積み上げてこられました。出発点になっ
たのは，『アメリカ社会のなかの日系企業』（東洋経済新報社，１９９１年）でした。
大学院時代からアメリカの大恐慌に関心をもたれ，当時の基軸産業であった自動車産
業に焦点を当てられたわけです。１９２０年代に関するいつくかの論文を執筆されたあと
戦後の研究に向かわれ，１９８８～８９年の長期在外研究員の機会に米国における日本の自
動車産業の現地生産について，精力的に調査してまとめられたのがこの作品です。ト
ヨタがケンタッキー州でまさに工場を立ち上げた時期でもあったことから，その地元
に住んで同社を中心に北米各社を調査のために回るという得難い経験をされたとのこ
とです。これに続いて，やや広い視野からのアメリカ経済の研究も並行して進められ，
１９８０年代における「日米逆転」の実態解明を軸として，歴史的な展開も交えながら産
業構造や労使関係，企業経営などを集約的に整理したのが『アメリカ産業社会の盛
衰』（岩波新書，１９９５年）でした。さらに，『アメリカの経済』（岩波書店，１９９８年），
『アメリカの経済（第２版）』（岩波書店，２００５年）と続き，同時に，現代資本主義
論をめぐる東京大学社会科学研究所の共同研究を通じて，アメリカ的な生産方式の特
質ならびにその世界的な伝播の過程を検討する作業にも尽力されました（「大量生産
方式の普遍性と特殊性」，『２０世紀システム』第２巻，東京大学出版会，１９９８年）。そ
して最後に，これまで蓄積されてこられたアメリカ自動車産業研究を集大成する作品
が『モータリゼーションの世紀――T型フォードから電気自動車へ』（岩波書店，
２０１６年）でした。以上のような研究とかかわって，学会活動では，証券学会，アメリ
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カ学会，産業学会，国際経済学会，経営史学会に所属されました。
ご退職にあたり，感慨を綴られた以下のようなメッセージをいただいております。
まだ，定年退職の現実感はありません。しかし振り返ってみれば，とても長く
もあり，短くもあったような気がする４０年余でした。二度の大病に襲われた際は，
おそらく定年まではもたないだろうと思ったものです。しかし，経済学部の皆さ
んのご厚意で，何とかここまで来られたことに感謝で一杯です。研究も教育もも
う少しできたのではないかという忸怩たる思いがある半面，私の能力からすれば
こんなものかなという気もしています。退職後は今までできなかった計画もいろ
いろ残っており，その限りでは楽しみにしているところです。
最後に，桃紅柳緑の季節，本学を退職された後もくれぐれもご健康に留意され，研
究に対する変わることのない横溢するエネルギーを発揮されるであろうことを願って
おります。そして，専修大学および経済学部の発展のために，折に触れてご協力いた
だけますようお願い申し上げます。以上，鈴木直次教授の古稀と定年でのご退職を心
よりお祝いしつつ，これまで賜ったご指導への深謝の念をこめて私からの献辞といた
します。
２０１８（平成３０）年３月
専修大学経済学部長 内山 哲朗
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